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4. 2  二人の勘兵衛
二人の泉屋勘兵衛が作る狛犬は、全て奈良文化財研究会によって勾玉型とされるものに相当する。勾
玉型の特徴は、首周りの流れ毛が短く勾玉形に曲がっていること、後脚後方の波毛が尾の前縁に接して
上方へ伸びることが挙げられている。これが目立つ特徴で、見分ける時の目印になる。しかし、特徴は
これだけにとどまらず、尾と独特の顔が共通している。全ての毛筋が中央に向かう尾も、口と鼻の周辺
が大きい独特のやや扁平な顔も、多筋扇尾の特徴を感じさせている。勾玉型は、様々なスタイルの狛犬
があった中で最も強く多筋扇尾を受け継いでいるグループといえるだろう。
多筋扇尾のタイプの狛犬と勾玉型との違いは、さらに比較検討が必要だが、首の流れ毛の形、後脚の
波毛の大きさと位置、前脚波毛の位置が主なものであろう。比較のために、勘兵衛［文化］と同時期の、
多筋扇尾グループの最後となる形式化が進んだ都留彌（文化13年 1816）を示しておく（図７）。尾も
似ているとはいえ、全体に多筋扇尾グループのほうが、毛筋が中央まで明確な上に、先の巻きが大きく
ダイナミックである。また前脚や胴部は、都留彌（文化13年 1816）ではかなりずんぐりしているが、
寛政期のものでは特に全体にほっそりしてリアルである。胴部がほっそりしているのは、胸から腹部を
経て後脚の間へ深く彫りこまれることにより実現している。寛政年間のものが自然な流れをもって腹部
が作られているのに対し、都留彌（文化13年 1816）では胸から腹部にかけて不自然にそれが行われて
いる。（寛政年間の狛犬については、筆者前著1）を参照されたい。）勾玉型は胴部がずんぐりしているが、
それは胸から腹部奥への彫りこみが深くないからである。
勾玉型は多筋扇尾グループの狛犬を意識しつつも、かなり形式化しているといえる。つまり、時代の
流れに沿って、多筋扇尾を強く意識しながら作りやすく変化させたものと見ることが可能である。
二人の勘兵衛は、ともに多筋扇尾グループに強い関心を持っていたと言えるだろう。二人の狛犬はよ
く似ており、尾は一貫して多筋扇尾を基本とするものである。それは中央が膨らんでいるが渦がなく、
毛束間の区分は目立たず、多数の毛筋が中央に向かってほぼ平行に走っている尾である。勘兵衛［文化］
は、現在銘のある最初の狛犬である野々上（文化８年 1811）で、彼としては最も勢いのある狛犬を作っ
ている。胸から前脚への移行部分などは、自然な流れとなっており、表情も豊かな狛犬である。
時を経て、八尾の老原・御剱神社（文政13年 1830）に奉納する狛犬を依頼された時、泉屋ではすで
に代替わりをし、勘兵衛［天保］が当主となっていたが、先代の勘兵衛［文化］が隠居しながらも健在
であったと考えられる。狛犬も台座も当主が作ったが、先代は台座に書く文字に筆をふるったのではな
いだろうか。
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図7　津留彌神社　文化13年（1816）　９月
首流れ毛は勾玉型ではない。胸は急に大きく曲がって腹部に移行する。目はアーモンド型を示さない。
尾の巻き毛が大きく、毛筋は中央まで明瞭である。後脚後方波毛は小さく尾に接しない。前脚波毛の位
置が低い。
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５．おわりに
狛犬の作者を見極めるのに際して、台座にある文字を比較することは、かなり有効であると考えてき
た。それは丹波佐吉のように店を持たないで一人で独立して仕事をした場合、特に有効と考えられる。
一方、今回のように店が受け継がれていく場合、先代と後継者との関係が、上の狛犬と下の台座の文字
の関係の中に表れて、複雑になることがあることがわかってきた。文字も狛犬も様々な角度から慎重に
検討する必要がある。
今回の調査にあたって、小寺慶昭氏によるリスト「大阪府の参道狛犬」および奈良文化財同好会によ
る「狛犬研究―大阪府の狛犬―」を道しるべとした。草分けとなる木村茂氏による研究も含め、多くの
狛犬を網羅して調査した結果があることによって、その後の研究が可能になる。大変貴重な資料である
ことを記して感謝にかえたい。
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